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学校関係者評価について 
専修学校の学校評価については、学校教育法及び学校教育施行規則の改正により、自己

評価・学校関係者評価の実施・結果の公表に関する規定が設けられております。  

 専修学校としての責務を果たすべく、学校法人北杜学園仙台工科専門学校では、すべての

活動・業務において、現状を点検してその改善を図るために学校自己評価に取り組み、「自己

点検・評価報告書」を取りまとめてホームページ上に公開しております。 

「自己点検・評価報告書」について本校に関係の深い方にその点検・評価内容を検証いた

だき、ご意見を幅広くお伺いして、学校運営・教育活動等に反映すべく、学校関係者評価委員

会を設置し学校関係者評価を実施しております。  

 評価委員の皆様からは多くの貴重なご意見を頂き、評価項目毎に要約して本報告書に取りま

とめました。 

 貴重なご意見は今後の施策・改善活動に反映させて、教育水準の更なる向上に尽力して参り

たいと存じます。関係者の皆様には引き続き、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。  

 

 

 

 

 

令和5年6月  

学校法人北杜学園  

仙台工科専門学校  

校長  小池  廣二  
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学校関係者評価の実施について 

 令和 4 年度学校関係者評価の実施にあたっては、文部科学省が公表した「専修学校におけ

る学校評価ガイドライン」を参考にしている。  

 学校関係者評価は、「令和 4 年度自己点検・評価報告書」に基づいて、その点検・評価内

容について検証を行い、外部関係者である評価委員から本校に対する意見・提言が行われた。

当該意見・提言は校長以下、教職員で組織する自己点検評価委員会が承り、評価項目ごとに

要約して本報告書に取りまとめた。  

 

 

 

 

 

学校関係者評価委員会  評価委員  

《学校関係者  （敬称略）》  

千葉  嘉春   一般社団法人  宮城県建設業協会  会長  
佐藤  真生   株式会社佐元工務店  代表取締役  
元木  義浩   熱海建設株式会社  常務取締役  
境田    聡   株式会社魁  設計部長  
 
 
《委員会  事務局》  
小池  廣二   仙台工科専門学校  校長  
鎌田  潤一   仙台工科専門学校  教務統括  
三浦  隆史   仙台工科専門学校  建築デザイン学科  
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１  教育理念・目標・人材育成像  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 本校は以下のとおり、「学園理念・目的・教育の方針」を明確に定め、入学時に配布する学生

便覧に明記している。また、人材育成像については、学科毎に定められ、クラス担任より目的、目

標を周知している。 

   今後とも各関連業界と連携しながら社会のニーズに対応した教育像を求めていく。  

 

「学園理念」  

   自主・友愛・至誠の理念のもと地域社会に貢献できる豊かな人間性を備えた専門職業人を育

成する。 

「目的」  

   学校教育法に基づき、職業人として必要な能力の育成を基本とし、工業実務関係の分野にお

いて活躍するための、技能と教養を教授し、地域社会に貢献する人材の育成を目的とする。  

「教育の方針」  

   実学的思考を重視し、工業の分野における専門的知識や技術を身につけたスペシャリストの育

成を目指す。 

 

(2) 建学精神・教育目標についての具体的な内容は、次のとおりであり、明確に工業系の特色を謳

っている。 

   『建学精神』  

    ・国土建設の先駆者  

    ・理論の研究と技術の錬磨  

    ・健全なる心身の鍛錬  

   『学校目標』  

    ・建学精神の中に学生像を位置付け、調和のとれた心豊かで逞しい工業技術者の育成に努

める。 

 

(3) 各学科の目標は、次のとおりであり、技術の高度化が絶え間ない現代社会に即対応できるよ

う、専門領域毎に検討を重ね、理論と実践教育の特色を明確に打ち出している。 

 

【測量学科】  

     実習・演習を通し測量に係る実践的技術や専門的知識を身に付け、

社会基盤整備に対応する能力とコミュニケーション能力を備えた社会貢

献のできる測量技術者を育成する。  

 

【環境土木工学科】  

     実践的技術と専門知識を取得し、社会的に高い評価が得られる「職業

人の育成」に努め、課題発見・問題解決能力やコミュニケーション能力を

兼ね備えた環境土木技術者を育成する。  
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【大工技能学科】  

     日本伝統である木造在来工法の精神を受け継ぎ、新テクノロジーとの

融和を創造しコミュニケーション能力を兼ね備えた建築新時代のパイオニ

アとして志す建築関係技術者及び技能者を育成する。  

 

 

【建築デザイン学科】  

芸術的な素養と建築構造的な素養を併せ持ち、コミュニケーション能力

を兼ね備えた地域社会への貢献を志す建築関係技術者を育成する。  

 

(4) 各学科の教育目標については、年に２回実施している教育課程編成委員会において指摘を

頂いたことについて業界との乖離を無くするよう努めている。また、資格を取得するためのカリキュラ

ムを作成している。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・教育目標や教育方針を明確に定め、学生に対し学生便覧を配布して、情報公開を  

 実施しており、適切に行っていると考える。  

・コミュニケーション能力を向上させることは、時代の流れと共に重要になってきていると  

考えます。 

 

２  学校運営  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 年度初めに全職員に周知される事業計画は、自主・友愛・至誠という学園理念並びに地域社

会に貢献する専門職業人育成という目標に沿い、理事会において決定されるものとなっており、

教育力、学生募集、組織力、財政力の分野にわたって策定されている。  

   

(2) 学園の事業計画に基づき、学校の運営方針が示され、目標に沿って校務分掌を設定している。 

また、各学科の年度計画を立て、事業計画が策定されている。 

 

(3) 組織規程、組織図、職務権限規程、学校の組織図及び校務分掌が明示されており、管理職

の職責及び権限が明確に規定されている。教務、事務局は、運営方針に従ってそれぞれの業務

を各部署と連携しながら遂行している。  

また、全体朝礼において情報共有と業務遂行に関する決定がなされている。  

 

(4) 人事、給与関係は全て就業規則に規定されており、法人本部総務部が適切に運用・改訂を行

っている。就業規則は学内イントラネット上に掲示しており、教職員が閲覧できるようになっている。  

人事考課制度を導入しており、目標管理シートを基に、個人の評価、所属長の評価及び校長

の評価を総合的に判断し、教職員の評価を行っている。  

 

(5) 意思決定は、部門毎に学園の諸規程に定められている校務分掌、職務権限に従って行われて
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いる。予算に関しては、学科毎に毎年度予算計上を行い、法人本部の審査のうえ、年間予算が

決定する。 

 

(6) 各業界に関連するコンプライアンスの運用面では各学科において適切に運用している。  

地域社会に対しては、実習場周辺住民、就職先、講師等へ理解と協力を求めている。  

 

(7) 本校は、高等教育の修学支援新制度支援対象校であり、職業実践専門課程認定学科が大

半であることから、より詳細な情報をホームページ上で適切に公開している。また、パンフレットや学

校説明会等を通じて広く情報を公開している。  

 

(8) 学内全教職員に対して、パソコンを整備し、アドレス付与及び内部ネットワークを構築し、情報

の共有を行っている。また、出勤退勤及び勤怠についても、ネット上で管理している。  

 

《学校関係者評価委員より》  

・学園の目標や事業計画に基づいて学校運営がなされており、適切と考える。  

・ホームページが頻繁に更新され、常に最新情報が閲覧できる点は評価する。  

 

３  教育活動  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 学生便覧に学園理念・目的・学校目標を明示し、また、学科目標を策定し、年間行事、学科

行事、クラス運営など、実践的な授業編成を行い専門職業人の育成を行っている。  

各学科とその業界の求める人材像を加味しながら、取得資格等設定などの検討を行っている。  

 

(2)  国土交通省等の指定する養成課程においては、規則等に基づいた教育を行っており、教育

到達レベル及び学習時間の確保は明確にされている。また、専修学校設置基準に基づいた学

習時間を確保し専門職業人として必要とされる専門的知識、技術、技能、資格・検定取得を

目標に、各授業科目の内容を設定している。 

 

(3) カリキュラムは、専門職業人として必要とされる専門的知識・技能並びに資格検定取得のため

の授業内容となっている。測量学科では測量法の規定に則りカリキュラムを編成しており、環境土

木工学科では1年次に測量分野、2年次には設計・施工分野に重点を置き土木工学の学問体

系に準じた内容に編成している。建築デザイン学科及び大工技能学科では国家資格の一級・

二級建築士の受験資格を得るための体系的なカリキュラムを編成している。 

 

(4) 測量学科は、卒業時に測量法に規定されている測量士補の国家資格を取得でき、測量養成

施設として規定されている教育課程を編成している。環境土木工学科では、1年次は測量学科同

様測量士補の資格取得、2年次は国家資格の2級土木施工管理技士学科試験合格に向けた科

目の編成と時間数になっている。大工技能学科は在学中に国家資格である建築大工技能士 2

級・ 3級を受験でき、実務経験免除により、卒業後すぐに国家資格である二級建築士を受験す
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ることのできる教育課程を編成している。建築デザイン学科は在学中に商業施設士補、建築ＣＡ

Ｄ検定、福祉住環境コーディネーターの資格取得を目標とし、実務経験免除により、卒業後す

ぐに国家資格である一級・二級建築士及び木造建築士を受験することのできる教育課程を編

成している。大工技能学科・建築デザイン学科共に一級又は二級建築士を目指すことができるカ

リキュラムを関係団体・企業等の情報を得ながら編成している。 

 

(5) 各業界の将来像を見据えたカリキュラムの作成、見直し等が行われている。また、職業実践専

門課程の認定学科においては、関連分野の企業・業界団体等との連携のもと、教育課程編成委

員会を年2回開催して、それぞれの分野、業界の企業・団体との接点を持ちながら各専門分野の

立場での意見を交換し、カリキュラムを編成している。 

また、授業内容も社会の変化に即応できる内容になるよう教育課程の見直しを継続している。  

 

(6) 実習は実践的なものとして、位置付けており、企業の第一線で活躍している技術者を講師に招

き、即戦力となる人材の育成に努めている。また、実際の現場を見学し、社会人としての意識改

革を目指している。 

 

(7) 学生による授業に関するアンケートを実施しており、学生から見た教員の指導方法、授業の満

足度を集計し、各授業担当者へフィードバックし、教員の自己改善を図り、質の向上と学生の満

足度を高めることに努めている。 

 

(8) 学則及び施行細則において、学業成績の評価基準、授業時数及び課程修了の認定基準が

定められている。学生便覧には、試験方法並びに進級・卒業基準を明示している。 

また、学内教務成績認定会議において、進級・卒業の基準を確認し、共有を図っている。  

 

(9) 測量関係資格については、測量学科と環境土木工学科は測量士補資格取得の養成施設とし

て国土交通大臣に登録をしている。要件を充足するカリキュラムが測量法で規定されており、当該

学科のカリキュラムに組み込まれている。また、建築デザイン学科や大工技能学科では、建築士

の受験資格に関して、指定科目の確認申請を事前に行い承認を受けている。その他の資格に関

して、建築デザイン学科では「福祉住環境コーディネーター3級」、「色彩士検定 3級」の公式テキ

ストを教科書にしており、建築全般の福祉や色を理解しながら、資格試験への指導を行っている。  

 

(10) 教員の採用は、設置基準、技術・知識、指導力、人間性の必要な要件を備えた教員の確保

に努めている。特に養成課程の教員においては専任教員資格要件に細心の注意を払っている。

しかし、教員全体の平均年齢が上がってきており、定年等による退職が懸念される。  

数年先を見越し、若い人材（２０～３０代）の育成が急務と考えている学科もあり、教員の確保

を検討していく。 

 

(11) 専門技術士の資格を所持した技術者を非常勤講師として招請しており、各企業との連携を図

っている。 
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(12) 測量・土木・建築に係る業界の最新情報は、各教員が入手するケースが多いが、各学会へ学

校単位で入会していることもあり、各学会から最新の情報を得ることができ、これらの情報を教員

間で共有・活用している。また、教員の資質向上を図るべく、校内における若手教員の育成は

もちろん、外部で行われる研修会等への参加など、計画的な研修を実施している。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・技術は日々進化しているので、インターンシップ等にもっと積極的に参加させ、最新技術

に触れさせたほうが良いと考える。  

・各分野で産学連携してイベント等実施していることは評価する。  

 

４  学修成果  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 卒業対象クラスの担任が学生と個人面談を行いながら、学生本人の希望を確認し、就職指導

を行っている。また、担任以外の教員もメンタル面とマナー面の指導、特に面接試験対策の指導

を行っている。 

 

(2) 学科毎の資格取得の取り組みは次のようになっている。 

①測量学科は、測量養成施設となっており、卒業生全員が測量士補の資格が取得できる。 

 

②環境土木工学科は、1年次では測量学科と同様に測量関係資格取得へ向けての指導を

行い、2年次で土木施工管理技士や造園施工管理技士、建設機械関係等の資格取得

を教科目「土木施工法」や「施工管理演習」でサポートしている。  

 

③大工技能学科は、1年次は建築大工技能士 3級を実習教科目「木造工作実習Ⅰ」で、2

年次は建築大工技能士 2級を実習教科目「木造工作実習Ⅱ」で、資格取得をサポートし

ている。また、建築ＣＡＤ検定 2級・3級対策は「建築CAD演習Ⅰ・Ⅱ」で建築施工管理技

士の学科受験対策教科目「施工管理」で指導している。  

卒業後に二級建築士の国家試験を受験することができ、「製図」の指導に関してもサポー

トしている。 

 

④建築デザイン学科は、1年次に建築ＣＡＤ検定3級、福祉住環境コーディネーター3級など

の取得を目指す。令和4年度は受験推奨をしたが建築ＣＡＤ検定受験者数が減少した。  

施工管理技士補の受験者数は増えたが合格率は全国平均を下回った。  

卒業後に一級・二級建築士の国家試験を受験することができ、「製図」の指導に関しても

サポートしている。 

 

(3)  クラス担任制を採用し学業・生活指導を行っている。特に欠席が多い学生は学業の不振に繋

がるため、父母等を交えた三者面談を行い問題解決に当たっている。また、メンタル面で問題を

抱えている学生が増えている傾向があり、メンタル面でのサポートは、専門カウンセラーのいる学

生相談室へ繋げ、父母等との連携を密にして、学生のサポートを継続している。  
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  しかしながら、担任によるメンタル面のサポートには限界があることや、卒業後の進路における業

種・職種が現実と違う状況を受け入れられずに、進路変更を希望し退学する学生が多くなった。  

 

(4)  同窓会の組織があり、同窓生の交流・情報交換に利用している。毎年卒業時には同窓会か

ら卒業生に記念品を贈呈している。  

卒業生の就職先企業から、就職指導担当者を通して情報を得るとともに、卒業生のキャリア形

成状況と企業側のニ－ズを把握するように努めている。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・学修成果は資格取得の向上に繋がるため、引き続ききめ細かな指導を望みます。  

・退学率を改善するため、学生とは密にコミュニケーションを取り、指導することを望みます。  

 

５  学生支援  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 進路・就職に関する相談体制は、クラス担任が窓口として対応している。ほとんどが就職を希望

しており、就職状況は、測量・土木・建築の各専門分野を志望する学生が大半である。 

応募書類等の作成については担任が中心となり、模擬面接は教務統括も担当するなど、学生

の就職活動の支援にあたっている。令和5年3月31日現在の就職内定率は100.0％であった。 

実際の就職希望者数は180名で内定者は180名である。 

①測量学科：内定者 35名／就職希望者35名（内定率100.0％）  

②環境土木工学科：内定者 33名／就職希望者 33名（内定率100.0％）  

③大工技能学科：内定者35名／就職希望者35名（内定率100.0％）  

④建築デザイン学科：内定者77名／就職希望者 77名（内定率100.0％）  

 

(2) 進路・就職以外の相談に関してもクラス担任が窓口になっている。女子学生には女性教員が対

応している。測量・土木系、建築系それぞれに教員を配置して学習に関する相談、実習に関する

相談、生活面に関する相談、メンタル面での相談等は学生相談室の利用を促している。相談日

等について、日程表を校内に掲示し、学生に周知している。  

 

(3)  日本学生支援機構による奨学金制度については、学生との窓口業務を本校教員が担当し、

円滑に学生支援を行える体制になっている。その他、経済支援については、同窓生又は在校生

の親族入学優遇制度、資格特待生制度、学園納付金延納制度等も行っている。  

 

(4) 学生の健康管理については、年度当初に健康診断を実施している。異常を認められた学生に

は精密検査を受診するように指導している。また、保健室を設け体調不良の学生をサポートしてい

る。 

   

(5) 学園全体では部活動やサークル活動が行われているが、本校独自の部・サークルはないのが

現状である。学生の課外活動を積極的に支援するよう、検討をしていく。  
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(6) 東北6県全域から入学生を迎えており、自宅外学生は、仙台市内や近郊のアパートやマンショ

ンから通学している。学園グループの不動産会社が物件の紹介・斡旋を行っている。  

 

(7) 父母等には定期考査の成績や出欠状況の通知を行っている。また、欠席が多い学生や成績に

係わる問題、その他早急に対応しなければならない場合には、保護者と電話連絡や面談などし

て問題の解決を図っている。 

 

(8) 同窓会を窓口にして卒業生との情報交換や、希望する卒業生の再就職等を支援し、東北6県

の同窓会役員を中心に各県の同窓生へのサポートを行っている。 また、各種証明書発行の申し

込み、親族入学優遇制度等を紹介している。  

 

《学校関係者評価委員より》  

・就職率 100％は非常に良い就職指導が行われていると考えます、就職支援体制の更なる

充実を望みます。 

・学生との関係性が良好であり、様々な方向から支援体制が整っていると感じています。 

 

   ６  教育環境  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 実践的な演習、実習等が可能な設備を整備している。特に測量系については最新機器の整備

に努めている。また、パソコンを利用した授業が多くなっていることから無線ＬＡＮの環境下でノ－ト

ＰＣを使用し行っている。 

 

(2) 実習科目については、宮床実習場を中心に実施しており、測量関係実習に関しては宮床実習

場の近隣地域の方々のご協力の下、各種測量観測実習を行っている。環境土木工学科の2年

次の土木関係実習は、宮床校舎敷地内の土木実習棟で主に土木実験を実施している。大工技

能学科の木造工作実習については、建築実習棟で2階建て木造住宅を制作している。インター

ンシップ、海外研修については、今後検討を進めていく。  

 

(3) 東日本大震災による教訓のもと、大規模地震・津波・火災等の災害を想定した学生と教職員

向けの災害マニュアルを作成した。災害対策本部の設置、災害発生時の対応、校外災害発生

時の対応、緊急避難場所、緊急連絡網、安否確認対策、自営消防組織等を網羅している。消

防法の規定のもと、年1回防火訓練を実施しており、火災発生の通報、避難誘導、初期消火等を

実施している。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・施設、設備については、時代に即して適切に実施されている。  

・インターンシップについて、建設業協会に協力を求めてもらえれば、サポートする体制が  

あります。 
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 ７  学生の受入れ募集  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 学園法人本部企画部広報センターの担当職員が積極的な募集活動を展開している。本校の

教員は高校等からの要請に応じて、体験学習や出前授業（測量実習）を実施している。高校か

らの要請も増えつつあり学生募集活動の一翼を担っている。企画部広報センターの担当職員の

みならず、本校教員が高校訪問することにより、高校へ正確な情報や専門性の高い教育内容

について、丁寧な説明を行っている。  

 

(2) 企画部広報センター担当職員と本校教員は、年度当初の広報会議や毎月実施する学校説

明会打ち合わせ時において、情報共有を図っている。志願者の適性を見極め、また志願者増

加へ繋げるべく、今後も連携を深めていく必要がある。  

 

(3) 学納金は、授業・実習内容を精査し、社会情勢も踏まえて、理事会での審議を経て決定して

いる。特に授業料の中に当該年次に使用する教科書や実習費も含まれている。  

 

《学校関係者評価委員より》  

・ホームページを拝見しているが、オ－プンキャンパスについて積極的で、更新も頻繁に行  

われており、詳細な情報提供を継続して頂きたい。  

 

８  財務  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 学園全体として、近年の収支差額は順調に黒字で推移しており、中長期的視野による事業計

画を策定し、資産運用を行い、更なる財政基盤の安定を図っている。 

 

(2) 予算・収支計画は、従来の財務状況に照らし合わせながら有効かつ適正に運用されている。  

 

(3)  会計監査については、監事が、毎会計年度、監査報告書を作成し、当該年度終了後 2ヶ月

以内に理事会及び評議員会へ提出している。  

 

(4) 私立学校法により閲覧に供することが義務付けられている事業報告書及び財務情報について

は、本校ホームページで公開している。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・財務に関しては非常に安定した状態を維持していると評価できる。  

 

９  法令等の遵守  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 法改正及び通達については、教職員に対して文書回覧及びメール配信による情報共有を行っ

ている。また、資格取得のための許認可等の手続きは規則等に基づいて適切に行っている。  
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学校教育法、専修学校設置基準等の専門学校に関係する法令等について、全教職員に対

して関連法令等の理解並びに法令等遵守のための指導を継続していく必要がある。 

 

(2) 個人情報保護に関しては、「学校法人北杜学園個人情報保護規程」に基づき、学園が有する

個人情報について、学園プライバシーポリシー（個人情報保護方針）により適正な保護の実現に

努めている。就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍等の成果に関して、該当学生に承認を

得たうえで、「個人情報公表に関する同意書」により事実に基づいた形で公開している。  

 

(3) 学校自己点検・評価の実施については、文部科学省生涯学習政策局が策定した「専修学校

における学校評価ガイドライン」に基づき、教育のより一層の充実を図りながら、教育目標並びに

社会的使命の達成を目的として実施している。評価項目毎に課題や改善策を示している。定

期的な検証を行い、改善に向けた取組みを確実に実施していく。  

 

(4) 学校自己点検・評価の結果は、毎年度、本校ホームページ上に公開している。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・各法令等を遵守し、適切な運営がなされていると評価する。  

・学校側の自己点検・評価が適切に行われ、問題点の改善に努めているため、評価す

る。 

 

１０  社会貢献・地域貢献  

《取組状況及び課題と改善策》  

(1) 小学校、中学校からの依頼により、職業に密接した教育現場の見学や体験等に対応している。

高校からの依頼に対しては、本校教員を派遣して測量・土木・建築の各分野の体験授業を実施

しており、特に測量の実習に関しての依頼は、生徒の理解に繋げるため、数日かけて対応する場

合もあり、当該高校から好評を頂いている。また、毎年 6月に「測量の日」の記念行事として仙台

市科学館にて開催されるイベントには、本校職員もスタッフとして参加している。 

 

(2)  本校では、宮床実習場にて行っている、測量、土木関連、大工技能等の実習において、近

隣住民等の協力をいただいている。そのため、実習最終日には、学生、教員が清掃活動を行っ

ている。 

 

《学校関係者評価委員より》  

・教職員の派遣など、地域社会に貢献に努めており評価する。  

 


